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「復興」名目に子どもたちを被ばくリスクにさらす 
      危険な動きに警告 
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「復興」名目に子どもたちを被ばくリスクにさらす 
      危険な動きに警告 

 「復興」名目に中高生を動員して国道6号線清掃ボランティ
ア活動を実施（2015.10.10) 

 主催者は「みんなでやっぺ!! きれいな6国」実行委員会。日
本会議と近いNPO法人ハッピーロードネットや相馬、原町、
浪江青年会議所などが共催。 

 後援には国土交通省、環境省、復興庁、福島県、各自治
体、警察が名を連ね、協賛には電力会社や福島民報など
地元紙も。まさに官民を挙げて子どもたちをダシに使っての
「復興」演出。 

  被ばくの危険性を訴える市民
団体70団体が中止要請する
も、主催者は強行。住民ら
1400人、中高生200人が参加
した。 
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「復興」名目に子どもたちを被ばくリスクにさらす 
      危険な動きに警告 
 「ふくいち周辺環境放射線モニタリングプロジェクト」の小澤

洋一氏、ジャーナリストの和田秀子氏（ママレボ通信）らと連
携。 

 子どもたちに警告をしながら清掃現場周辺の線量測定、表
面汚染測定、土壌サンプリング、ゴミ・軍手・マスクなどのサ
ンプル収集。 

  ちくりん舎はゴミ・軍
手・マスクなどの放射
能分析。「週刊女性」
記事で警告を発した。 

 

 国道 6号線付近のゴミと作業具の汚染 
測定はちくりん舎 

測定項目 測定結果（Bq/Kg） 

Cs-134 Cs-137 Cs合計 

プラ容器 ND(34) ND(32) ND(47) 

たばこ箱 ND(31) 87 109（推定） 

ワンカップ瓶 ND(3.1) ND(3.1) ND(4.3) 

吸い殻 130 470 600 

その他ゴミ 170 720 890 

軍手 82 339 421 

靴カバー 90 360 450 

N95マスク 4 16 20 

10月 9,10日「道の駅」相馬で採取。 

軍手、靴カバー、マスクは採取者使用。10月 9-10日で約 5時間使用 
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名実ともに「市民放射能監視センター」として役割り
を果たせるように。ちくりん舎中心としたネットワーク
の成長 

フクロウの会 

チャイるの
ネット 

尿検査 

Little Hope 
あなたへ 

白石子ども
を守る会 

たまあじさいの会 
NPO法人R.I.La 

多摩川流域汚染調査 

南相馬20ミリ基準撤回 
裁判支援 

鈴木譲東大名誉
教授 

コイの免疫と内部被ばく 
関係調査 

ふくいち周辺放射線モ
ニタリングプロジェクト 

内部被曝を考え
る市民研究会 

グリーンピースジャパン 土壌汚染核
種分析 

リネン吸着法 
プロジェクト 



ご清聴ありがとうございました。 
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尿から出て来るセシウム量と米の関係 
 南相馬市に住むFさんの事例 

米のセシウム量から推定される 
体内セシウム量 



 

35 



 

36 


